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次
号
「
選
集
」
で
も
特
集

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
今
年
の
県
民
文
化
祭
参
加
イ
ベ
ン

ト
は
、1
月
の
理
事
役
員
会
で
、ポ
ル
ト
ガ
ル
の
文
豪
で
、

晩
年
は
徳
島
で
生
涯
を
終
え
た
モ
ラ
エ
ス
を
作
品
の
面
か

ら
取
り
上
げ
、
顕
彰
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
内
容
は
、

主
に
フ
ァ
ド
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
民
族
歌
謡
）
の
コ
ン
サ
ー

ト
と
作
品
の
朗
読
で
構
成
す
る
。
会
場
は
、
徳
島
駅
前
の

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル
、
も
し
く
は
県
立

文
学
書
道
館
。
日
時

は
、
10
月
31
日
（
土
）

か
、
11
月
21
日
（
土
）

を
予
定
。

県
民
文
化
祭
参
加
イ
ベ
ン
ト
に
「
モ
ラ
エ
ス
」
が
決
ま

っ
た
こ
と
を
受
け
て
、「
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
」
パ
ー

ト
33
の
特
集
も
、
モ
ラ
エ
ス
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
。

特
集
の
作
品
募
集
要
項
な
ど
は
、
次
の
通
信
1
7
1
号

（
6
月
発
行
予
定
）
の
中
で
、
一
般
作
品
の
募
集
要
項
と

あ
わ
せ
て
発
表
す
る
。

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
は
2
月
21
日
の

理
事
役
員
会
で
、
新
年
度
の
総
会
を

5
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
、

徳
島
駅
前
の
阿
波
観
光
ホ
テ
ル
で
開

催
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

今
回
は
役
員
の
改
選
年
に
当
た
っ

て
お
り
、
副
会
長
、
理
事
等
に
多
少

の
出
入
り
が
あ
る
模
様
。
総
会
で
は

記
念
講
演
を
計
画
、
講
師
に
会
員
で

元
心
臓
血
管
外
科
専
門
医
の
坂
東
正

章
氏
（
坂
東
ハ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
）
に
、「
三
浦
哲
郎
、
山
口
洋
子

に
み
る
高
血
圧
と
の
付
き
合
い
方
」

の
演
題
で
お
話
し
て
い
た
だ
く
。
総

会
後
の
懇
親
会
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
を
楽
し
む
こ
と
に
し
て
い
る
。
懇
親
会
の
参
加
費
は

4
0
0
0
円
。
出
欠
は
、
同
封
の
は
が
き
で
。

文
豪
モ
ラ
エ
ス
を
作
品
か
ら
顕
彰

文
豪
モ
ラ
エ
ス
を
作
品
か
ら
顕
彰

ペンクラブ

今
秋
の
県
民
文
化
祭
参
加
イ
ベ
ン
ト

170号
平成27．3．30

5月17日（日）阿波観光ホテル
新年度総会 坂東正章会員が講演

“孤愁の異邦人”モラエスと関連著書㊨

（１）
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選
集
32
号
の
掲
載
作
品
か
ら
選
ぶ
今
年
の
ペ
ン
ク
ラ
ブ

賞
の
発
表
と
表
彰
は
、
7
月
に
予
定
の
研
修
会
（
日
時
、

場
所
未
定
）
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
会
員
の
投
票

結
果
を
受
け
て
2
月
21
日
に
開
か
れ
た
理
事
役
員
会
で
、

ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
受
賞
者
を
選
出
し
た
が
、
た
ま
た
ま
そ
の

人
が
既
に
「
無
鑑
査
」
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
だ
っ
た

た
め
、
理
事
の
中
か
ら
、
こ
の
制
度
自
体
の
見
直
し
提
案

が
あ
り
、
ほ
か
に
も
①
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
刺
激
策

と
し
て
、
同
じ
人
の
受
賞
は
何
回
で
も
よ
い
②
毎
年
連
続

受
賞
は
容
易
で
な
い
③
過
去
の
受
賞
歴
が
正
確
に
残
っ
て

い
な
い
―
な
ど
の
理
由
で
、
今
総
会
で
無
鑑
査
制
度
の
廃

止
が
提
案
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
総
会
を
経
て
、
受
賞
者
の
発
表
と
表
彰
を

す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
ん
な
事
情
で
昨
年
3
月
に
初
め
て

実
施
し
て
好
評
だ
っ
た
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
の
表
彰
を
兼
ね
た

研
修
会
を
、
今
回
は
総
会
後
の
7
月
に
開
く
。
ま
た
、
研

修
会
の
講
師
に
は
、
文
学
書
道
館
の
館
長
で
、
元
徳
島
新

聞
論
説
委
員
長
の
富
永
正
志
氏
を
招
く
予
定
。

会
員
も
ど
し
ど
し
応
募
を
!

第
16
回
と
く
し
ま
随
筆
大
賞

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
主
催
の
第
16
回
「
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
」
の
募
集
要
項
が

こ
の
ほ
ど
次
の
通
り
決
ま
っ
た
。
係
で
は
、
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
も
遠
慮
せ
ず
ど

し
ど
し
応
募
し
て
ほ
し
い
と
話
し
て
い
る
。

●
応
募
規
定

テ
ー
マ
は
特
に
設
け
な
い
。
エ
ッ
セ
ー
、
随
想
、
主
張
な
ど
何

で
も
自
由
。
1
人
1
編
、
未
発
表
に
限
る
。
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
3
枚

以
上
5
枚
以
内
。
表
紙
は
別
。
縦
書
き
。
ワ
ー
プ
ロ
の
場
合
は
1
行
40
字
で

字
数
は
同
じ
。
表
紙
に
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
番

雑雑
感感

な
ん
と
カ
ラ
フ
ル
な
！

い
ま

や
、
本
が
売
れ
る
ひ
と
つ
の
要
因

に
表
紙
の
存
在
が
あ
る
。
西
加
奈

子
、
中
村
祐
介
の
表
紙
イ
ラ
ス
ト

で
本
は
売
れ
る
！

漫
画
チ
ッ
ク

な
絵
な
ん
て
、
と
眉
を
し
か
め
る

あ
な
た
。
時
代
お

く
れ
よ
。
そ
う
で

す
、
本
は
活
字
で

あ
ふ
れ
て
い
る
も

の
と
思
い
込
ん
で

い
る
そ
こ
の
あ
な

た
。
時
代
お
く
れ

よ
。
吐
き
気
が
し

そ
う
な
ほ
ど
に
活

字
が
続
く
文
芸
書

は
別
と
し
て
、

「
読
み
た
い
」
本

に
は
写
真
が
あ
り
、
レ
イ
ア
ウ
ト

に
工
夫
が
あ
る
。
今
回
の
特
集

『
今
、
甦
る
野
上
彰
』。
よ
ー
く

わ
か
っ
た
で
す
よ
ね
、
野
上
彰
。

続
く
ペ
ー
ジ
に
は
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の

活
動
内
容
が
生
き
生
き
と
誌
面
に

踊
っ
て
い
て
、
本
屋
で
手
に
し
た

若
者
が
思
わ
ず
読
み
ふ
け
る
（
買

っ
て
か
え
る
）
と
な
っ
た
ら
い
い

な
ぁ
。

「
本
」
つ
く
り
は
、
執
筆
者
と

編
集
者
の
共
同
作
業
な
の
で
す
。

（
な
ー
ん
て
わ
か
っ
た
よ
う
な
顔

し
て
偉
そ
う
に
。
す
み
ま
せ
ん
）

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
本
誌
担
当
の
編

集
子
は
写
真
も
割
り
付
け
も
一
人

で
こ
な
し
、「
ひ

と
り
静
か
に
笑
っ

て
い
る
」。
わ
た

し
は
と
て
も
「
そ

う
い
う
も
の
に
は

な
れ
そ
う
も
な

い
」。
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

む
ろ
ん
作
品
の

方
も
力
作
ぞ
ろ
い

で
し
た
。「
書
く

こ
と
大
好
き
人

間
」
た
ち
も
高
齢
が
目
立
つ
の
も

事
実
。
で
も
、
そ
れ
が
ど
う
し

た
！

み
ん
な
や
が
て
年
と
る
。

年
取
ら
な
い
と
見
え
な
い
も
の
も

多
い
。
本
屋
で
選
集
を
手
に
し
た

あ
な
た
。
ペ
ン
ク
ラ
ブ
を
宣
伝
し

て
な
。

（
Ｔ
・
Ｈ
）

7月に研修会を兼ねて開催7月に研修会を兼ねて開催
ペンクラブ賞の発表と表彰

選選集集3322号号
読読書書感感想想
文文的的戯戯言言

（２）



号
を
明
記
。

●
応
募
資
格

県
内
在
住
者
、
ま
た
は
県
出
身
の
県
外
在
住
者
。

●
応
募
先

〒
7
7
0
―
0
8
7
3

徳
島
市
東
沖
洲
2
丁
目
1
の
13
、
徳

島
県
教
育
印
刷
㈱
内
、
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
「
第
16
回
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
」

係
。

●
締
め
切
り

5
月
31
日
（
当
日
消
印
有
効
）

●
発

表

7
月
中
旬
の
予
定
。
徳
島
新
聞
紙
上
に
掲
載
。
本
人
宛
に
も
通

知
。

●
審
査
員

依
岡
隆
児
（
徳
島
大
学
総
合
科
学
部
教
授
）
撫
養
佳
孝
（
徳
島

新
聞
生
活
文
化
部
次
長
）
竹
内
菊
世
（
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
）

大
賞
（
1
編
）
賞
状
・
賞
金
3
万
円
▽
準
大
賞
（
1
編
）
賞
状
・
賞
金

1
万
円
▽
佳
作
（
1
〜
2
編
）
賞
状
・
記
念
品
。

大
賞
・
準
大
賞
の
作
品
は
12
月
末
発
行
予
定
の
「
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選

集
」
に
掲
載
す
る
。

※
こ
の
件
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ペ
ン
ク
ラ
ブ
副
会
長
の
西
池
冬
扇
さ
ん

（
0
8
8
―
6
4
2
―
1
4
0
6

平
日
午
前
中
の
み
）
ま
で
。

第
5
回
富
士
正
晴
全
国
高
等
学
校
文
芸
誌
賞

第
5
回
富
士
正
晴
全
国

高
等
学
校
文
芸
誌
賞
（
文

芸
甲
子
園
）＝

主
催

同

賞
実
行
委
員
会
、
三
好
市

・
同
市
教
育
委
員
会＝

の

発
表
と
授
賞
式
が
、
3
月

14
日
、
三
好
市
山
城
町
の

「
ホ
テ
ル
大
歩
危
峡

ま

ん
な
か
」
で
あ
っ
た
。
最

優
秀
賞
に
輝
い
た
岩
手
県

立
盛
岡
第
四
高
校
な
ど
受

賞
校
6
校
の
文
芸
部
顧

問
・
文
芸
部
員
、
選
考
委

員
、
主
催
関
係
者
ら
約
40

人
が
出
席
。
第
2
次
選
考

を
担
当
し
た
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
か
ら
は
竹
内
会
長
と
4
人
の
副
会
長
が
参
加
し

た
。
式
は
、
出
席
者
全
員
に
よ
る
富
士
正
晴
作
詞
、
三
木
稔
作
曲
の
「
徳
島
県

民
の
歌
」
の
合
唱
で
始
ま
っ
た
。
実
行
委
員
長
の
黒
川
市
長
が
遠
来
の
受
賞
者

第5回 全国高校文芸誌賞一覧
最
優
秀
賞

志
高
文
芸
四
十
八
号

岩
手
県
立
盛
岡
第
四
高
等
学
校

優

秀

賞

〃〃

風
花
舞

第
26
号

黎

第
十
四
号

雪
月
雷
花
第
十
七
号

北
海
道
札
幌
琴
似
工
業
高
等
学
校

岩
手
県
立
盛
岡
第
三
高
等
学
校

宮
城
県
小
牛
田
農
林
高
等
学
校

奨

励

賞

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

海
碧
第
21
輯

煌
第
十
一
号

花
北
文
学
五
十
七
号

美
入
野
文
学
復
刊
二
十
一
号

瑞
木
第
六
十
九
号

桐
光
学
園
文
藝
部
誌
第
壱
拾
捌
号

鵬
雛
図
南
67
th

操
苑
第
八
十
四
号

カ
プ
リ
チ
オ
73
第
73
号

い
さ
ら
ゐ
第
56
号

青
窓
第
80
号

市
立
函
館
高
等
学
校

岩
手
県
立
水
沢
高
等
学
校

岩
手
県
立
花
巻
北
高
等
学
校

秋
田
県
立
横
手
高
等
学
校

茨
城
県
立
水
戸
第
二
高
等
学
校

桐
光
学
園
中
学
高
等
学
校

兵
庫
県
立
神
戸
高
等
学
校

岡
山
県
立
岡
山
操
山
高
等
学
校

広
島
県
立
尾
道
北
高
等
学
校

筑
紫
女
学
園
高
等
学
校

大
分
県
立
大
分
上
野
丘
高
等
学
校

特
別
作
品
賞

〃〃〃

「
銀
さ
ん
の
包
丁
」
千
葉
珠
絵

「
ビ
ブ
リ
ア
」（
四
十
宮
有
香
、鵜
飼
梓
、

小
泉
紗
英
、井
上
実
樹
、久
保
田
愛
可
）

「
短
歌
三
十
首
」
残
花

「
細
工
ロ
イ
ド
の
通
り
道
」
大
城
美
樹

岩
手
県
立
盛
岡
第
四
高
等
学
校
志

高
文
芸
四
十
八
号

桐
光
学
園
文
藝
部
誌
第
壱
拾
捌

岡
山
操
山
高
等
学
校
操
苑
第
八
十

四
号

岩
手
県
立
盛
岡
第
三
高
等
学
校
黎

第
十
四
号

黒
川
委
員
長
（
三
好
市
長
）
か
ら
表

彰
さ
れ
る
最
優
秀
の
盛
岡
第
四
高
校

の
代
表
の
皆
さ
ん
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を
ね
ぎ
ら
う
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
受
賞
誌
、
特
別
作
品
賞
受
賞
者
の
紹
介
が

あ
り
、
最
終
審
査
委
員
の
三
田
村
博
史
（
中
部
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
）、
伊
藤
氏

貴
（
明
治
大
学
准
教
授
）、
佐
々
木
義
登
（
四
国
大
学
准
教
授
）
の
3
氏
が
含

蓄
の
あ
る
言
葉
で
そ
れ
ぞ
れ
丁
寧
な
講
評
を
行
っ
た
。

こ
の
後
表
彰
に
移
り
、
最
優
秀
の
盛
岡
第
四
高
校
代
表
に
、
賞
状
、
盾
、
奨

励
金
10
万
円
が
黒
川
委
員
長
か
ら
授
与
さ
れ
た
。
優
秀
賞
の
札
幌
琴
似
工
業
高

校
な
ど
3
校
に
賞
状
と
奨
励
金
3
万
円
、
特
別
作
品
賞
の
盛
岡
第
四
高
校
の
千

葉
珠
絵
さ
ん
ら
4
人
（
誌
）
に
賞
状
と
図
書
券
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
た
。
奨
励

賞
の
市
立
函
館
高
校
な
ど
11
校
に
は
、
賞
状
が
送
付
さ
れ
た
。
表
彰
式
の
後
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
出
席
者
が
食
事
を
共
に
し
な
が
ら
歓
談
し
た
。

今
回
は
、
25
都
道
府
県
か
ら
50
誌
の
応
募
が
あ
っ
た
。
第
1
次
審
査
は
、
応

募
校
の
文
芸
部
員
ら
で
選
考
、
41
誌
が
2
次
審
査
へ
。
こ
の
後
、
徳
島
ペ
ン
ク

ラ
ブ
の
正
副
会
長
ら
が
選
考
し
て
20
誌
に
絞
り
、
こ
れ
を
審
査
委
員
の
3
氏
が

1
月
16
日
、
岡
山
に
集
ま
り
最
終
審
査
、
受
賞
誌
を
決
定
し
た
。
徳
島
県
内
か

ら
は
、
池
田
、
脇
町
、
城
ノ
内
、
城
南
の
4
校
か
ら
応
募
が
あ
り
、
こ
の
う
ち

3
校
が
2
次
に
残
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
ベ
ス
ト
20
誌
に
は
残
れ
な
か
っ
た
。

子
規
や
秋
山
兄
弟
の
松
山
へ

―
―
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
春
の
文
学
旅
行
―
―

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
恒
例
の
春
の
文
学
旅
行
は
、
今
年
は
3
月
27
日
（
金
）
夏

目
漱
石
や
正
岡
子
規
、
秋
山
兄
弟
で
名
高
い
文
学
の
里
・
松
山
を
訪
ね
る
。
実

施
時
期
が
例
年
よ
り
ち
ょ
っ
と
早
く
な
り
、
こ
の
ペ
ン
ク
ラ
ブ
通
信
の
発
行
と

重
な
る
結
果
と
な
っ
た
。

参
加
者
は
定
員
い
っ
ぱ
い
の
46
人
。
最
初
に
訪
れ
る
の
は
、
松
山
東
高
校
の

一
角
に
あ
る
明
教
館
。
江
戸
時
代
の
松
山
藩
藩
校
で
、
明
治
維
新
後
松
山
中
学

校
と
な
り
、
子
規
や
「
坂
の
上
の
雲
」
の
主
人
公
・
秋
山
真
之
が
同
級
生
と
し

て
共
に
学
ん
だ
と
こ
ろ
。
道
後
温
泉
「
ふ
な
や
」
で
昼
食
の
あ
と
、
午
後
は
、

2
班
に
分
か
れ
て
子
規
や
漱
石
も
乗
っ
た
と
い
う
坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
（
現
在
の

列
車
は
復
元
さ
れ
た
も
の
）
に
乗
車
、
そ
の
後
、
班
ご
と
に
秋
山
兄
弟
の
生
家

か
子
規
記
念
博
物
館
を
見
学
す
る
。

帰
路
、
伊
予
郡
砥
部
町
で�
癒
し
の
詩
人
�と
し
て
知
ら
れ
る
坂
村
真
民（
1

9
0
9
〜
2
0
0
6
）
の
記
念
館
や
砥
部
焼
き
の
メ
ッ
カ
、
砥
部
焼
伝
統
産
業

会
館
に
立
ち
寄
る
。
徳
島
駅
前
着
は
午
後
6
時
50
分
こ
ろ
の
予
定
。

会会
員員
短短
信信

★
鳥
羽
俊
明
さ
ん

こ
の
ほ
ど
「
物
語
の
舞
台
を
訪
ね
て
」
―
私
の
文
学
散

歩
―（
2
6
0
ペ
ー
ジ
）＝

写
真＝

を
自
費
出
版
し
た
。

2
0
0
0
年
こ
ろ
か
ら
休
暇
な
ど
を
利
用
し
て
、
国
内

外
の
文
学
に
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
、
紀
行
文
と
し
て
俳

誌
「
藍
花
」
や
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
に
発
表
し
た
も

の
な
ど
18
編
を
一
冊
に
ま
と
め
た
。
序
文
を
書
か
れ
た

ペ
ン
ク
ラ
ブ
前
会
長
の
山
下
博
之
さ
ん
は
「
文
学
散
歩
の
お
供
に
ど
う
ぞ
！
」

と
絶
賛
し
て
い
る
。

う
た

★
渡
部
耕
司
さ
ん

1
9
4
7
年
生
ま
れ
の
若
さ
で
、
こ
の
ほ
ど
「
辞
生
の
詩

―
時
の
か
た
み
に
」（
62
ペ
ー
ジ
）＝

写
真＝

を
自
費
出

版
し
た
。
60
歳
代
前
半
か
ら
詩
を
は
じ
め
、
詩
誌
「
逆

光
」
の
同
人
に
な
っ
て
の
3
年
半
の
間
に
、
同
誌
に
掲

載
さ
れ
た
詩
14
編
と
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
な
ど
に
載
せ
た

エ
ッ
セ
ー
3
編
を
収
録
し
て
い
る
。「
余
生
が
あ
る
な

ら
、「
辞
生
の
詩
」
パ
ー
ト
2
に
挑
み
た
い
」
と
言
っ
て
い
る
。

編編
集集
後後
記記

過
日
、
徳
島
大
学
新
蔵
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
モ
ラ
エ
ス

の
5
1
6
3
日
」
と
題
す
る
ミ
ニ
講
演
会
が
あ
っ
た
。
そ

こ
で
二
つ
の
ビ
ッ
グ
な
感
動
を
も
ら
っ
た
。
一
つ
は
、
モ
ラ
エ
ス
が
徳
島
に
移

住
し
て
く
る
前
、
14
年
間
の
在
神
戸
・
大
阪
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
事
と
し
て
の
足
跡

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
そ
の
講
演
者
が
編
集
っ
子
の
古

い
友
人
の
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
。
映
像
を
使
っ
て
の
お
話
も
わ
か
り
や
す
く
、

日
本
で
の
モ
ラ
エ
ス
の
果
た
し
た
役
割
の
偉
大
さ
に
接
す
る
喜
び
が
あ
っ
た
。

こ
の
4
〜
5
年
間
独
力
で
研
究
し
た
そ
う
だ
が
、
そ
の
成
果
の
大
き
さ
に
も
驚

き
を
超
し
て
、
い
た
く
心
に
響
い
た
。
次
号
選
集
の
特
集
で
も
何
ら
か
の
形
で

一
部
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

（
倉
）

（４）


